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館
山
湾
へ
注
ぐ
汐
入
川
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
中
流
ま
で
い
く
と
、
千

倉
大
貫
線
に
沿
っ
て
女
堰
と
呼
ば

れ
る
水
門
が
あ
り
ま
す
。

　
豊
房
の
山
間
か
ら
汐
入
川
へ
集

ま
っ
て
く
る
水
を
こ
こ
で
塞
き
止

め
、
用
水
路
を
つ
く
っ
て
南
条
・

か
ん
が
い

上
真
倉
・
下
真
倉
の
水
田
へ
灌
漑

し
て
い
る
も
の
で
す
。
い
つ
頃
に

で
き
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
の
宝
永
元
年
（
一
七
〇

四
）
に
は
修
理
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
古
い
こ
と

は
確
か
で
す
。

　
こ
の
場
所
は
豊
房
地
区
の
山
荻

と
飯
沼
の
境
で
、
飯
沼
側
に
は
女

堰
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま

す
。
む
か
し
は
こ
の
堰
を
囲
む
よ

う
に
山
荻
や
古
茂
口
・
南
条
な
ど

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
女
堰
や
女
関
と

い
う
地
名
が
あ
り
ま
し
た
。

　
か
わ
っ
た
名
前
で
す
が
、
こ
の

ひ

と

み

地
名
の
由
来
に
は
、
女
性
の
人
身

ご

く

う

御
供
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

「
む
か
し
、
こ
こ
で
川
の
塞
き
止

め
工
事
を
行
お
う
と
し
ま
し
た

が
、
何
度
工
事
を
し
て
も
、
水
流

の
た
め
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
関
係
地
域
の
村
人

あ
ず
さ

み
こ

た
ち
は
、
梓
巫
女
（
女
性
占
い
師
）

に
依
頼
し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
『
女
性
を

堰
留
め
に
使
う
べ
し
』
と
の
こ
と

で
し
た
。
村
人
た
ち
は
ま
た
相
談

を
し
ま
し
た
が
、
村
の
中
か
ら
人

柱
に
す
る
女
性
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
む
し
ろ
梓
巫
女
を

人
柱
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
梓
巫
女
を
捕

ら
え
て
川
に
投
げ
入
れ
、
堰
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

　

こ
の
名
前
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
」

　
大
正
時
代
ま
で
は
、
こ
う
し
た

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
女
堰
と
い
う
名
前
は
長
野
県
に

も
あ
り
ま
す
が
、
栃
木
県
に
は
オ

セ
キ
と
い
う
女
性
が
人
柱
に
な
っ

人
柱
伝
説
が
あ
る

お
ん
な
ぜ
き

豊

房

の

女

堰

た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
オ

セ
キ
と
い
う
の
は
本
来
、
用
水
堀

の
水
上
げ
を
終
わ
っ
た
日
の
集
会

の
こ
と
で
、
水
の
神
で
あ
る
堰
神

を
祭
る
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。
オ

セ
キ
（
御
堰
）
―
オ
セ
キ
さ
ん
―
女

堰
、
な
ん
と
な
く
結
び
つ
く
よ
う

な
。

　
川
は
大
雨
や
土
砂
崩
れ
が
あ
る

と
増
水
し
て
氾
濫
し
た
り
、
堰
を
壊

し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

び
に
村
人
た
ち
は
、
用
水
を
直
し
、

堰
を
直
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
繰
り

返
し
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
人

柱
伝
説
な
の
で
し
ょ
う
。

　
水
の
恵
み
を
う
け
る
南
条
・
上

真
倉
・
下
真
倉
の
村
々
で
は
組
合

を
つ
く
り
、
水
の
分
配
方
法
を
決

め
て
管
理
し
、
毎
年
用
水
土
手
の

修
理
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

用
水
の
た
め
に
用
地
を
提
供
し
て

く
れ
る
飯
沼
村
に
は
、
領
主
か
ら

の
補
助
で
掘
代
と
し
て
米
を
提
供

し
て
い
ま
し
た
。
生
活
を
支
え
る

水
を
確
保
す
る
た
め
の
努
力
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
地
で
も

む
か
し
、
堰
の
神
を
信
仰
し
て
、

水
に
感
謝
し
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
12
月
の
市
立
博
物
館
の
休
館
日
は
、

３
日
、
10
日
、17
日
、25
日
、29
日
、30
日
、

31
日
で
す
。

　
終
戦
後
の
混
乱
し

て
い
た
時
代
、
何
か

な
い
か
と
考
え
て
い

た
時
に
富
浦
町
に
絵

の
上
手
な
人
が
い
る

こ
と
を
知
り
、
習
い

に
行
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。も

う
そ
う

　
材
料
の
孟
宗
竹
は
、
房
州
に
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ま

ず
11
月
頃
に
油
抜
き
を
し
ま
す
。

後
で
割
れ
た
り
、
カ
ビ
が
生
え
た

り
し
ま
す
か
ら
、
青
竹
で
は
ダ
メ

な
ん
で
す
。
そ
の
後
、
可
性
ソ
ー

ダ
で
煮
込
み
、
天
日
乾
燥
を
し
て

水
分
を
抜
く
。
皮
を
む
い
て
磨
き

を
か
け
て
、
材
料
が
出
来
上
が
り

ち
ゃ
こ

ま
す
。
色
づ
か
い
は
墨
と
茶
粉
と

呼
ば
れ
る
塗
料
の
２
色
か
ら
12
色

を
表
現
し
ま
す
。
彫
刻
刀
は
基
本

的
に
は
３
本
。
こ
の
３
本
を
角
度

や
力
の
入
れ
具
合
を
調
節
し
た
り

し
な
が
ら
、
80
種
類
以
上
の
彫
り

方
を
使
い
わ
け
る
ん
で
す
。
残
り

の
77
本
は
腕
の
中
に
し
ま
っ
て
あ

る
ん
で
す
よ
。（
笑
い
）

　
１
本
の
美
人
画
を
彫
り
上
げ
る

に
は
３
日
間
か
か
り
ま
す
。
も
う

３
千
程
の
作
品
を
手
が
け
て
た
と

思
い
ま
す
。
生
徒
も

500
人
以
上
に

な
り
ま
す
か
。
郡
内
を
は
じ
め
、

木
更
津
市
か
ら
大
原
町
ま
で
公
民

館
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
い
ま

す
。
中
に
は
埼
玉
県
か
ら
通
っ
て

く
る
人
も
い
ま
し
た
。
公
民
館
で

は
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
を
教

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
一
生
の
う
ち
に
、
平
家
物
語
や

源
氏
物
語
を
題
材
に
し
た
作
品
を

仕
上
げ
た
い
。
今
の
悩
み
は
忙
し

く
て
そ
の
時
間
が
な
い
こ
と
で
す

か
ね
。

　
孟
宗
竹
に
細
微
な
彫
刻
を
ほ
ど

こ
し
、
わ
ず
か
２
色
か
ら
12
色
の

色
合
い
を
引
き
出
す
浮
書
絵
彫

家
。
こ
の
道
、
50
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
地
元
は
も
と
よ
り
、
県
内

外
に
受
講
者
を
抱
え
公
民
館
な
ど

で
指
導
を
行
い
、
そ
の
普
及
に
努

め
る
な
ど
、
優
れ
た
伝
統
工
芸
の

保
持
・
発
展
に
努
め
た
と
し
て
、

館
山
市
伝
統
工
芸
家
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

小
林
嘉
一
（
敬
舟
）
さ
ん

▲現在の女堰

シ
リ
ー
ズ市民 伝統工芸家に登録された

よしかず けいしゅう

小林嘉一（敬舟）さん

m u s e u m
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①事務事業の見

直しによる徹底

した行政のスリ

ム化

②民間委託等の

推進

③市民サービス

の一層の向上

④財政健全化の

推進

⑤定員管理の適

正化の推進

⑥人事・給与制

度の見直しと職

員の意識改革の

推進

⑦情報化の推進

⑧市民と行政の

協働

取 組 名 称

①団体事務局業務の

見直し

②旅費の削減

③市民センターの廃止

①簡易マザーズホー

ムの民間委託

②老人福祉センター

（湊）の運営の見直

し・温水プールの管

理・運営の見直し

①幼稚園・保育園の

一元化の検討

②子育て支援策の充実

③学校施設の有効活

用（余裕教室の活用）

①政策評価制度の導入

②補助金等の見直し

③普通財産の処分

①定員適正化計画の

推進

①さわやか応接運動

の実施

②行政組織における

女性の意識向上

③給与の適正化（昇給

停止年齢の見直し）

①観光情報（資源）

のデータベース化

②行政情報発信のた

めの指針の策定

①行政改革推進市民

会議の設置

②ボランティア窓口の

一元化とＮＰＯへの支援

③ボランティアによる

公衆トイレ清掃の実施

実施年度

13年度～

13年度～

14年度

15年度～

14年度～

13年度～

14年度～

14年度

13年度～

段階的導入

16年度完全実施

13年度

14年度～

13年度～

13年度～

13年度～

15年度～

13年度～

15年度

14年度～

15年度～

14年度～

取 組 内 容（※末尾のカッコ内は節減額）

市が行っている各種民間団体の事務局業務を見直し、団体

の自立運営化を促進(64万3千円---※現時点で算出できる額)

有料道路通行料のハイウェイカードでの精算や日当の削減、出

張時の公用自動車利用の促進により旅費を削減(2,514万8千円)

老朽化及び使用率が低下している市民センターを廃止

簡易マザーズホーム（心身障害児通所事業）を社会福祉協議会へ

委託(※節減額は「定員適正化計画の推進」の節減額に含まれる)

老人福祉センター（湊）及び温水プール職員を非常勤職員化

(※節減額は「定員適正化計画の推進」の節減額に含まれる)

保護者の育児の負担を軽減するため、幼稚園と保育園の一元

化について調査・検討

子育てを支援するため、子育て支援センターやファミリーサ

ポートセンター(※注1)を開設及び一部の市立保育園で延長保育

を実施

市内小中学校において余裕のある教室を地域に開放し、市民

に有効活用してもらうため、余裕教室活用の基本方針を策定

市民ニーズを的確に行政に反映させる政策評価制度を導入

し、評価結果を予算や人事異動などに反映

補助金検討委員会を設置し、補助金等の見直しを実施

利活用されていない市の普通財産を積極的に売却(6千万円)

「第２次定員適正化計画」(平成11～15年度)の前倒し達成と

「第３次定員適正化計画」(平成14～18年度)の推進により、13

年度に５人、14年度に６人、15年度に５人、16年度に４人の職

員を削減。計20人の職員を削減(4億866万8千円)

市民からよりいっそう親しまれる職員となるため、さわやか応

接運動を実施

女性の声を市政に反映させるため、女性管理職を増やすととも

に、審議会等の女性委員の登用率の目標を30％に設定

職員の58歳昇給停止を実施(332万8千円)

観光情報のデータベース化により、施設案内、花情報などの

問い合わせに即座に対応、インターネットでも公開

今まで以上に行政情報を外に向けて発信していくため、市と

して統一のとれた情報を積極的に提供することを目的とした

「行政情報発信のための指針」を策定

行政改革の進捗状況などに対して意見や助言を行う「館山市

行政改革推進市民会議」を設置

ボランティア情報センターを設置し、ボランティア活動やＮ

ＰＯ(※注2)活動を支援

商工観光課が設置・管理している一部の公衆トイレにおいて

ボランティアによる清掃を実施(190万円)

※注1 ファミリーサポートセンター＝育児の援助を受けたい人と育児の援助を行う人がそれぞれ会員登録して助け合う組織。

※注2 NPO(民間非営利団体)＝ボランティアを含む組織構成員が利潤追求を目的としないで社会に対するサービスを提供する組織。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
度
計
画
を
策
定
し
て
、
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

め
ざ
し
て
、
単
年
度
で
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
長
期
的
な
改
革
に
取
り

組
む
た
め
『
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
度
「
行
政
改
革
懇
談
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
行
政
改

革
へ
の
提
言
』
を
受
け
て
策
定
作
業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
市
全
体
で
81
項
目
の
改
革
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
行
政
改
革
は
、
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
を
取
り
や
め
た
り
、
や

り
方
を
変
え
た
り
、
組
織
を
見
直

す
な
ど
し
て
、
経
費
を
削
減
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。

　
改
革
の
目
標
を
明
確
に
す
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
数
値
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。

　
81
項
目
の
計
画
の
内
52
項
目
に

数
値
目
標
を
設
定
し
、
節
減
目
標

額
は
、
総
額
で
７
億
６
千

451
万
円

と
し
ま
し
た
。

　
公
募
委
員
を
含
む
市
民
代
表
で

構
成
す
る
「
行
政
改
革
推
進
市
民
会

議
」
を
設
置
し
て
、
進
ち
ょ
く
状
況

な
ど
に
対
し
て
意
見
や
助
言
な
ど

を
い
た
だ
き
、
常
に
業
務
の
再
点

検
を
行
い
ま
す
。

　
各
計
画
の
目
標
、
進
ち
ょ
く
状

　
館
山
市
コ
ー
ラ
ル
会
議
で
は
、

“
私
の
子
育
て
”
と
題
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
自
身
の
経
験
談
、
失
敗

談
、
親
と
子
の
悩
み
な
ど
の
講
演

後
、
参
加
者
と
の
話
し
合
い
を
行

い
ま
す
。

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
会
場
で
は
、
保
育
室
も

コ
ー
ラ
ル
会
議
で

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
22
日
（
木
）
午
前
10

時
～
正
午

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
大
会

議
室

　
講
師
／
飯
島
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
氏

　
演
題
／
「
私
の
子
育
て
」

　
問
合
せ
／
企
画
課
女
性
施
策
担

当
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

514
）

“
私
の
子
育
て
”

館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し
て況

、
推
進
結
果
な
ど
を
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
公

表
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
と
も
に

行
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
希
望
者
に
計
画
書
を
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
行
政
改
革
に

つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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講
演
会

行
政
改
革
の
実
行

公表

意見

報告

意見

　
千
葉
県
で
は
、
９
月
に
県
内
で

牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
い
わ
ゆ

る
狂
牛
病
）
が
発
生
し
た
こ
と
で
、

売
上
げ
に
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
を
対
象
に
融
資
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
融
資
対
象
／
県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
が
あ
り
、
１
年
以
上
引
き

続
き
同
一
事
業
を
営
む
中
小
企
業

ま
た
は
組
合
で
、
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
人
。
①
い
わ
ゆ
る
狂
牛

病
の
発
生
で
事
業
活
動
に
影
響
を

う
け
て
い
る
食
料
品
製
造
業
・

卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
、
飼
料
製

造
業
・
卸
・
小
売
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
人
。
②
今
年
９
月
以
降
の

い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、
前

年
同
月
の
売
上
高
ま
た
は
今
年
の

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
月
平
均
売

上
高
に
比
べ
て
10
％
以
上
減
少
が

見
込
ま
れ
る
人
（
実
績
を
含
む
）

融
資
条
件

　
融
資
利
率
／
年
２
・
０
％
（
固

定
金
利
）

　
資
金
使
途
／
運
転
資
金
（
融
資

対
象
に
な
ら
な
い
使
途
が
一
部
あ

り
ま
す
）

　
融
資
限
度
額
／
１
中
小
企
業
者

３
千
万
円
以
内
・
１
組
合
６
千
万

円
以
内

　
融
資
期
間
／
７
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
１
年
以
内
）

　
受
付
期
間
／
平
成
14
年
３
月
31

日
ま
で

　
問
合
せ
／
県
庁
経
営
支
援
課
（
!

043
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223
―
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７
）
ま
た
は
商
工

会
議
所
、
銀
行
・
信
用
金
庫
、
信

用
組
合

狂
牛
病
で
困
る 

中
小
企
業
に
融
資

行
政
改
革
っ
て
な
に
？

数
値
目
標
の
設
定

市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

館
山
市
行
政
改
革
推
進
市
民
会
議

（
14
年
４
月
設
置
予
定
）

市
　
民

公
　
募

状
況
・
結
果
報
告

推

進

指

示

館
山
市
行
政
改
革
推
進
本
部

（
市
長
を
本
部
長
と
し
、
部
長
以
上
で
構
成
）

担 当 課

館山市行政改革３ヶ年計画の主な取組み



　
時
間
外
勤
務
手
当
／
通
常
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
と
き

に
支
給

　
特
殊
勤
務
手
当
／
著
し
く
危

険
、
不
快
、
不
健
康
、
困
難
そ
の

他
特
殊
な
勤
務
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給

　
そ
の
他
／
夜
間
勤
務
手
当
や
宿

日
直
手
当
な
ど

　
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
給

料
の
他
に
、
実
績
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
や
臨
時

に
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　
給
料
／
職
務
の
種
類
や
内
容
に

応
じ
て
給
料
表
に
定
め
る
額
（
基
本

給
）

　
扶
養
手
当
／
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給

　
調
整
手
当
／
地
域
給
に
相
当
す

る
手
当

　
住
居
手
当
／
借
家
な
ど
に
住
ん

で
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
職
員
、

ま
た
は
自
宅
に
住
ん
で
い
る
職
員

に
対
し
支
給

　
通
勤
手
当
／
電
車
、
バ
ス
、
乗
用

車
な
ど
で
通
勤
す
る
職
員
に
支
給

　
そ
の
他
／
管
理
職
手
当

　市職員の給与の概要と平成11年度から平成15年度までの５年

間で進めている「定員適正化計画」（平成10年度策定）に

よる市職員の定員管理の状況についてお知らせします。

　数値は平成13年4月1日現在のものです。

　問合せ／総務課人事係（!22―3111内線523）

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
生
計

費
や
国
・
県
・
他
の
市
町
村
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の

給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
館
山
市
職
員

の
給
与
は
「
給
料
」
と
「
職
員
手
当
」
か
ら
な
り
ま
す
。

　
期
末
・
勤
勉
手
当
／
民
間
企
業

の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当

　
退
職
手
当
／
職
員
が
退
職
す
る

と
き
に
支
給

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

臨
時
に
支
給

定員の適正化を進めています

４平成13年11月１日

　
平
成
12
年
度
普
通
会
計
に
占
め

る
人
件
費
の
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
実
質
収
支
（
純
剰
余
金

又
は
純
損
失
）
は
、
５
億
４
千

200

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

人
件
費
の
状
況

　
市
の
全
職
員
は
、

479
人
で
す
。
次

の
表
の
職
員
数

455
人
は
普
通
会
計
職

員
で
、
下
水
道
と
介
護
保
険
の
特
別

会
計
事
業
の
職
員
が
除
い
て
あ
り
ま

す
。

　
職
員
手
当
に
は
、
退
職
手
当
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
給
与
費
は

13
年
度
当
初
予
算
額
で
す
。

　
給
与
月
額
は
、
月
々
支
給
さ
れ

る
給
料
と
職
員
手
当
（
期
末
、
勤
勉

手
当
、
退
職
手
当
を
除
い
た
す
べ

て
の
手
当
）
の
合
計
で
す
。
教
育
職

は
、
幼
稚
園
教
諭
の
こ
と
で
す
。

　
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
た

人
の
初
任
給
と
、
引
き
続
き
２
年
勤

務
し
た
と
き
の
給
料
月
額
で
す
。

　
経
験
年
数
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に

　
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
民
間
の

賞
与
な
ど
の
特
別
給
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。

　
退
職
手
当
は
、
一
部
の
市
を
除

き
、
県
内
各
市
町
村
が
同
一
支
給

率
で
す
。

職

員

数

職
員
手
当

特
別
職
の
報
酬
等

　
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の

級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。
技
能

労
務
、
委
員
会
、
税
務
、
看
護
保

健
、
医
療
技
術
、
企
業
、
保
育
各
職

員
は
含
み
ま
せ
ん
。
各
級
の
職
務
内

容
欄
は
、
各
級
の
主
な
職
名
で
す
。

５ だん暖たてやま

12年度
歳出総額

15,539,208
千円

人件費
　4,067,300
　　　千円
　　 （26.2％）

人件費以外
建設事業費など

人口52,080人（平成13．3.31現在）

　
平
成
11
年
度
の
人
件
費
の
割
合

は
24
・
６
％
で
し
た
。
人
件
費
に

は
特
別
職
に
支
給
す
る
給
料
、
報

酬
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。

（
注
＝
普
通
会
計
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
の
財
政
比
較
を
す
る

た
め
に
財
政
統
計
上
用
い
ら
れ
る

会
計
区
分
で
す
。
館
山
市
で
は
、

一
般
会
計
と
学
童
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
）

給
与
の
内
容

実
績
に
応
じ
て
支
給

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
を
公
表

職
員
給
与
費
（
普
通
会
計
）

　 

平
均
給
料
と
平
均
給
与

職
員
の
初
任
給

経
験
年
数
別

学

歴

別

平
均
給
料

採
用
さ
れ
、
引
き
続
き
勤
務
し
て

い
る
採
用
後
の
年
数
。

　
採
用
前
の
民
間
歴
な
ど
あ
る
場

合
は
、
そ
の
期
間
を
換
算
し
採
用

後
の
年
数
に
加
え
た
年
数
で
す
。

（
　
）
内
は
、
市
職
員
と
し
て
の

在
職
年
数
。

昇
給
期
間
の
短
縮

一
般
行
政

職
の
級
別

館山市

国

館山市

館山市

国

一　般
行政職

技　能
労務職

教育職

一般行政職

技能労務職

教　育　職

433,292円

382,976円

360,582円

367,498円

326,106円

306,985円

289,315円

366,606円

42歳  6ヵ月

44歳10ヵ月

39歳  9ヵ月

42歳  4ヵ月

47歳  9ヵ月

▼平均給料(国は12年4月1日現在）

▼平均給与（館山市）

平成13年度職員数
（A）

1人当たり給与費
（B／A）

455人

1,956,946千円
（63.3％）

3,092,041千円

6,796千円

281,573千円
（9.1％）

853,522千円
（27.6％）

給　　　料

職 員 手 当

期末勤勉手当

計（B）

給

与

費

館山市

国

館山市

国

181,400円

146,500円

141,900円

174,400円

館山市

国

館山市

国

203,800円

157,700円

151,800円

188,900円

▼初任給

▼2年経過日給料額

大
学
卒
高
校
卒

大
学
卒
高
校
卒
※国は（Ⅱ種）

１級区　分

職務内容

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

主事 主事
主任
主事

主査 係長 主幹補
課長
補佐

課長
主幹

ー

職 員 数 16人

構 成 比 5.4％ 14.6％ 6.1％ 24.1％ 14.6％ 13.2％10.8％ 8.1％ 100％

１年前の
構 成 比 4.1％ 14.9％ 31.1％ 16.2％ 11.5％11.1％ 8.1％ 100％

５年前の
構 成 比

4.2％ 20.8％ 29.2％ 13.0％ 10.7％11.4％ 8.8％ 100％

43人 18人 71人 43人 39人 32人 24人

9級

部長
参事

3.1％

3.0％

1.9％

９人 295人

区　分
経験年数
10年

287,600円
（10年）

340,300円
（15年）

407,400円
（20年）

203,150円
（6年）

227,600円
（7年）

227,600円
（10年）

該当なし

経験年数
15年

経験年数
20年

大学卒

高校卒

高校卒

一
般
行
政
職

技

能

労
務
職

331,900円
（16年）

該当なし

11
年
度

12
年
度

区　　　　分 合 計 教職員一　般
行政職

技　能
労務職

職 員 数（A）

職 員 数（A）

比　  率（B／A）

普通昇給期間（12～24月）を短縮
して昇給した職員数（B）

比　  率（B／A）

普通昇給期間（12～24月）を短縮
して昇給した職員数（B）

490人 385人 67人 38人

30人 17人 12人 １人

6.1％ 4.4％ 17.9％ 2.6％

483人 384人 64人 35人

42人 30人 12人 ―人

8.7％ 7.8％ 18.8％ ―％

区　　分

市　　　長

助　　　役

収　入　役

議　　　長

副　議　長

議　　　員

報酬等月額
（8年4月1日適用）

期末手当
（12年度支給割合）

865,000円

734,000円

684,000円

426,000円

385,000円

359,000円

 ６月期　2.05月分

12月期　2.15月分

 ３月期　0.50月分

　 計　　4.70月分



　
計
画
で
は
、
組
織
・
機
構
改
革

を
実
施
す
る
中
で
、
職
員
の
能
力

開
発
と
非
常
勤
職
員
の
活
用
、
民

間
委
託
を
進
め
、
職
員
数
の
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
配
置
、
事
務
の
効

率
化
を
は
じ
め
、
経
常
的
に
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

公
務
効
率
の
向
上
に
努
め
、
地
方

分
権
の
進
展
に
伴
う
行
政
需
要
の

多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　
平
成
８
年
度
に
「
第
１
次
定
員
適

正
化
計
画
」（
平
成
９
年
度
か
ら
13

年
度
）
を
策
定
し
、
組
織
機
構
の
簡

素
合
理
化
、
事
務
の
見
直
し
、
Ｏ

Ａ
化
の
推
進
、
民
間
へ
の
委
託
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
10
年
度
ま
で

の
わ
ず
か
２
年
間
で
45
人
を
削
減

（
計
画
で
は
43
人
減
）
し
、
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

　
平
成
15
年
ま
で
の
５
年
間
で
20

人
の
減
員
を
進
め
よ
う
と
す
る
こ

▼職員手当

６平成13年11月１日７ だん暖たてやま

　
一
般
行
政
部
門
で
は
、
職
員
数

の
削
減
が
今
後
も
必
要
な
こ
と
か

ら
「
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
」

（
平
成
11
年
度
か
ら
15
年
度
）
を
平

成
10
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
経
済
振
興
施
策
な
ど
の
充
実
に

伴
い
、
増
員
さ
れ
る
部
門
も
予
測

さ
れ
ま
す
が
、
新
採
用
職
員
の
抑

制
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
大
幅
な

増
員
を
抑
え
、
５
年
間
で
、
各
部

門
全
体
の
４
％
に
あ
た
る
20
人
の

削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

定
員
適
正
化
計
画
の
状
況

数
値
目
標

手
法
の
概
要

進
捗
状
況

の
計
画
は
、
１
年
目
に
国
民
宿
舎

「
鳩
山
荘
」
の
廃
止
な
ど
に
よ
り

４
人
を
減
員
。
２
年
目
に
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
進
捗
や

介
護
保
険
制
度
の
導
入
準
備
が
終

了
し
た
こ
と
で
７
人
を
減
員
。
３

年
目
に
は
、
都
市
計
画
部
門
の
事

務
事
業
見
直
し
、
公
共
下
水
道
関

連
工
事
の
減
少
に
伴
い
５
人
を
減

員
。
３
年
目
の
計
画
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
基
盤
を
確
立

し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
事
務
の
効
率

化
、
少
数
精
鋭
化
に
よ
り
、
定
員

管
理
に
努
め
、
人
件
費
の
削
減
を

め
ざ
し
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

計

減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数

増　員
差　引
職員数

区　分 手 法 （ 事 由 ） 概 要10年
計画前年

11年
１年目

12年
２年目

11～13年
計

5 5
△2
3
1
92

1
1
24
△3
4
1
89
△1

△1
83

△1
1
0
23
△1
3
2
14
△2

△2
50
△10
12
2

381

1

5
△2
3
1
93

1
1
25
△5
3

△2
87

83

△1

△1
22
△2
1

△1
13
△5
3

△2
48
△15
11
△4
377

1

△5
7
2

△1
2
1

△15
7

△8

△2
1

△1

△2
2
0

△3
4
1

△13
6

△7

△41
29

△12

91

23

88

84

1

23

12

52

379

減員理由：庁内案内民間委託、交通・防犯事務見直し、ウエルネスリゾー
　　　　　トパーク計画などの事業見直し、新総合計画などの策定完了
増員理由：新総合計画など策定、財政再建化計画策定、企画部参事の設置
　　　　   情報化推進室の機能強化

減員理由：保育士・老人福祉センター職員退職不補充、介護保険制度の事
　　　　　前準備の終了、介護保険関連業務（介護認定など）職員の公営
　　　　　企業等会計部門への異動、年金関連事務の見直し
増員理由：介護保険制度関連業務の増、幼稚園教諭から保育士への職種変更

減員理由：用地買収・土地区画整理事業などの都市計画部門の進捗、駅舎
　　　　　建設精算業務の進捗に伴う減
増員理由：「海辺のまちづくり事業」推進に伴う推進室の新設などによる
　　　　　増、県土木事務所派遣に伴う増

減員理由：介護保険関連業務（課税事務など）職員の公営企業等会計部
　　　　　門への異動
増員理由：介護保険制度関連業務の増、納税推進室新設に伴う室長設置

減員理由：

増員理由：

減員理由：

増員理由：

減員理由：派遣職員の引き上げ、し尿など搬入受付事務などの見直し

増員理由：環境施設センターの老朽化に伴う点検・補修などの増加

減員理由：農政業務増に伴う漁政業務職員の異動、農地情報管理システム
　　　　　導入
増員理由：農業振興地域整備計画見直しに係る業務増、観光農漁業推進室の
　　　　　新設

減員理由：商工業務増に伴う観光業務職員の異動、国民宿舎「鳩山荘」精
　　　　　算業務等の完了
増員理由：経済振興施策業務の増

▼定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳【一般行政部門】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日）

総
務
企
画

税

務

民

生

衛

生

農
林
水
産

労

働

商

工

土

木

議

会

減　員

13年
3年目

5
△1
1
0
93
△1

△1
24
△7

△7
80
△1
1
0
83

1
1
23

13
△6
3

△3
45
△16
6

△10
367

1

▼定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　（各年４月１日現在）

※計画期間は平成11年から平成15年の５年間。
※（％）の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　� 派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

▼部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　（各年４月１日現在）

一般行政

特別行政

公営企業
等 会 計

計

区  分部　門
10年
計画前年

11～13年
計

（参考）
数値目標

11年
１年目

12年
２年目

減　員

増　員

差　引

職員数

減　員

増　員

差　引

職員数

減　員

増　員

差　引

職員数

減　員

増　員

差　引

職員数

379

82

34

495

△10

12

2

381

―

―

―

82

△6

―

△6

28

△16

12

△4

491

△15

11

△4

377

△2

―

△2

80

△1

―

△1

27

△18

11

△7

484

△41

29

△3

1

△10

8

△54

38

議　会

総務企画

税　務

民　生

衛　生

労　働

農林水産

商　工

土　木

小　計

教　育

小　計

下水道

その他

小　計

5

93

25

87

83

1

22

13

48

377

80

80

18

9

27

484

5

93

24

80

83

1

23

13

45

367

80

80

15

17

　32

479

△1

△7

1

△3

△10

△3

8

5

△5

観光農漁業推進室新設に伴う増

△11

368

△3

79

△6

28

△20

475

△12
（109％）

△2
（67％）

△16
（80％）

△2
（33％）

職 員 数 対前年
増減数12年 13年

主な増減理由

特別行政

部　　門

一般行政

部　　門

公営企業

等 会 計

部　　門

合　　計

介護保険事業職員の一般行政部門から
の異動等

都市計画部門の事務事業の見直しなどに伴う減

公共下水道管渠築造工事件数の減少に伴う減

介護保険事業職員の公営企業等会計部
門への異動
介護保険事業職員の公営企業等会計部
門への異動など

13年
3年目

△16

6

△10

367

△1

1

0

80

△3

8

5

32

△20

15

△5

479

区　　　分 全　　職　　種
支給対象地域 支給総額

職員1人当た
り支給年額

支給総額

職員1人当た
り支給年額

全　域

２％

478人

87,698円

122,612千円

250千円

156,600千円

324千円

支　給　率

支給対象職員数

国の制度（支給率） ー

支給対象職員1人当たり
平均支給年額（12年度）

職員全体に占める手当
支給職員の割合

支給額の多い
手当

清掃作業等従事手当、保育園業務
手当、社会福祉業務手当

13

73,727円

38.1％

保育園業務手当、税務手当、清掃
作業等従事手当

代表的
な手当
の名称

多くの職員に
支給されてい
る手当

○配偶者　　16,000円
○配偶者以外の扶養親族
　２人まで　１人　6,000円
　３人目から１人　3,000円
○16歳～22歳までの
　子の加算　１人　5,000円

○配偶者　　16,000円
○配偶者以外の扶養親族
　２人まで　１人　6,000円
　３人目から１人　3,000円
○16歳～22歳までの
　子の加算　１人　5,000円

（12年度支給割合）
　　　　　期末　　　 勤勉
 ６月期　1.45月分　0.6月分
12月期　1.60月分　0.55月分
 ３月期　0.55月分
    計　   3.60月分　1.15月分

職務上の段階、職務の級等に
よる加算措置：有

（支給率） 自己都合　勧奨・定年
 継続20年　21.0月分　34.65月分
 継続25年　33.75月分 44.55月分
 継続35年　47.5月分　62.7月分
 最高限度額 60.0月分　62.7月分

 退職時特別昇給　１号給
 その他の加算措置：国と同じ

 １人当たり平均支給額
　　　　　 　26,389千円
（前年度退職した人の平均支給額）

（支給率） 自己都合　勧奨・定年
 継続20年　21.0月分 28.875月分
 継続25年　33.75月分 44.55月分
 継続35年　47.5月分　62.7月分
 最高限度額 60.0月分　62.7月分

 退職時特別昇給　１号俸
 その他の加算措置
 　定年前早期退職特例措置
 　２％～20％加算

（12年度支給割合）
　　　　　期末　　　 勤勉
 ６月期　1.45月分   0.6月分
12月期　1.60月分　0.6月分
 ３月期　0.55月分
    計　   3.60月分　1.15月分

職務上の段階、職務の級等に
よる加算措置：有

○借家
（家賃12,000円を超えた場合）
　家賃の額に応じて27,000円
　を限度に支給
○自宅
　4,300円

○借家
（家賃12,000円を超えた場合）
　家賃の額に応じて27,000円
　を限度に支給
○自宅
　1,000円（新築・購入後
　5年間は2,500円）

○電車・バスの利用
　定期代全額支給

○乗用車等を利用
　使用距離に応じて、2,000円
　から32,330円を支給

○電車・バスの利用
　定期代45,000円まで全額支給
　それを超える部分は半額支給
（5,000円を限度）
○乗用車等を利用
　使用距離に応じて、2,000円
　から20,900円を支給

支給対象職員１人当た
り平均支給年額

手当の種類 （手当数）

12

11
年
度

12
年
度

館　山　市 国 館　山　市 国

特
殊
勤
務
手
当

年
度

調

整

手

当

時
間
外
勤
務
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

通
勤
手
当

住
居
手
当

扶
養
手
当
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先
月
１
日
か
ら
第
14
期
青
少
年

相
談
員
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
期
の
青
少
年
相
談
員
は

103
人
。

平
成
16
年
３
月
ま
で
の
２
年
半
、

写
生
大
会
や
球
技
大
会
な
ど
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
活
動
し
ま

す
。
各
地
区
の
担
当
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
!
22

―
３
１
１
１ 

内
線

662
）

　
館
山
地
区
／
川
名
芳
美
（
新

井
）、
三
平
武
彦（
下
町
・
仲
町
）、

の

ぶ

お

鎌
田
展
生（
上
町
）、
加
藤
伸
也（
楠

見
）、
福
原
伸
佳（
上
須
賀
）、
福
岡

ゆ
う
し
ょ
う

宥
璋
（
真
倉
）
、
本
田
秀
年
（
真

じ
ゅ
ん
こ

倉
）、
堀
江
純
子（
青
柳
）、
川
上
裕

之
（
西
の
浜
）
、
庄
司
昌
弘
（
岡

沼
）、
山
崎
美
佐
夫（
西
原
）、
松
本

嘉
裕
（
柏
崎
）
、
熊
沢
和
明
（
宮

か
ず
あ
き

城
）、
網
代
真（
笠
名
）、
北
条
和
朗

（
大
賀
・
里
見
）

　
北
条
地
区
／
小
形
孝
雄
（
南

の
ぶ
と
し

町
）
、
山
谷
暢
俊（
神
明
町
）、
吉
野

雅
彦
（
新
宿
）
、
川
上
元
延
（
三
軒

町
・
鶴
ヶ
谷
・
新
鶴
ヶ
谷
）、
鈴
木

敏
雄（
渚
）、
望
月
昇（
六
軒
町
一
・

二
）
、
松
永
寿
一
（
六
軒
町
三
・

四
）、
石
井
成
道（
六
軒
町
五
）、
小

倉
達
也（
六
軒
町
六
・
七
・
北
条
海

岸
）、
鈴
木
純（
長
須
賀
一
～
八
）、

岩
井
浩
之（
長
須
賀
一
～
八
）、
樋

口
久
美
子（
長
須
賀
一
～
八
）、
鶴

ひ

ろ

む

賀
廣
武（
八
幡
一
・
二
）、
森
徹（
八

幡
三
・
四
）、
本
多
孝
之（
湊
）、
豊

崎
由
美
（
湊
団
地
）
、
高
橋
守
（
高

井
）、
関
浩
章（
上
野
原
）や

す
ま
さ

　
那
古
地
区
／
渡
辺
恭
正
（
東

藤
）、
飯
田
勝
己（
宿
・
寺
赤
）、
鈴

木
誠
一
（
中
浜
・
大
浜
・
桜
ヶ

丘
）、
浅
沼
由
美
子（
大
芝
）、
山
田

は

や

と

豊
（
辻
・
芝
崎
）
、
鈴
木
勇
人
（
川

崎
）、
庄
司
康
男（
正
木
上
・
下
・

向
）
、
粕
谷
敏
明
（
正
木
岡
・
稲

原
・
小
原
）、
渡
邊
清
隆（
西
郷
・

亀
ヶ
原
）、
田
中
武
明

　
船
形
地
区
／
髙
尾
稔
（
堂
の

下
）
、
加
藤
茂
男（
堂
の
下
）、
長

谷
川
秀
徳
（
東
）
、
藤
田
紀
洋
（
仲

き
ゅ
う
や

宿
）、
鈴
木
俊
明（
西
）、
倉
持
久
弥

（
根
岸
）
、
鈴
木
誠
（
川

名
・
川
名
岡
）、
鈴
木
雄
一

す
ぐ
る

（
大
塚
）
、
竹
山
傑
（
柳

塚
）

　
西
岬
地
区
／
鈴
木
真
広

（
香
）、
鈴
木
昇（
塩
見
）、

竜
﨑
康
二（
浜
田
）、
獅
子

口
喜
一（
見
物
）、
本
田
昭

一（
早
物
・
加
賀
名
）、
佐

野
聖
一
（
波
左
間
）、
石
橋

進
一（
坂
田
）、
北
山
茂
樹

（
洲
崎
）、
飯
田
政
春（
西

き
み
の
り

川
名
）
、
吉
田
公
紀
（
伊

戸
・
根
本
）
、
山
田
幸
雄

（
坂
足
・
小
沼
・
坂
井
）

　
神
戸
地
区
／
庄
司
誠（
大

に
な
が
わ

神
宮
）、
蜷
川
典
明（
中
里
・

た
か
し

松
岡
・
竜
岡
）、
島
田
卓（
犬

地
区
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
！

石
）、
小
林
郁
郎（
犬
石
）、
保
田
好

幸（
佐
野
）、
鈴
木
泰
史（
藤
原
・
谷

藤
原
）
、
渡
邉
照
和
（
洲
宮
・
茂

名
）、
本
橋
彰（
布
沼
）

　
富
崎
地
区
／
嶋
田
信
子
（
神
田

町
・
本
郷
）、
吉
田
誠
士（
向
）、
　

田
和
也（
松
崎
）、
鈴
木
祐
介（
二
斗

田
）、
安
田
和
江

　
豊
房
地
区
／
安
西
明
之
（
東
長

田
）、
鈴
木
浩
之（
西
長
田
）、
鈴
木

美
智
代（
出
野
尾
・
岡
田
）、
植
木

和
男
（
大
戸
）
、
福
原
伸
一
（
南

条
）
、
宮
本
和
則
（
飯
沼
・
古
茂

口
）、
川
名
伸
司（
山
荻
・
作
名
）、

早
川
芳
文
（
畑
）
、
宇
山
静
夫
（
神

余
）、
中
間
勝
幸（
神
余
）

　
館
野
地
区
／
櫻
井
保
志
（
大

網
）、
中
山
哲
也（
安
布
里
）、
山
口

勉
（
山
本
一
）
、
小
原
嘉
明
（
山
本

二
・
三
）、
石
田
行
雄（
国
分
北
・

あ
き
ら

萱
野
団
地
）、
飯
田
朗（
国
分
中
・

南
）、
正
木
昭
弘（
稲
）、
渡
邉
実
千

夫（
腰
越
）、
伊
藤
昭
彦（
広
瀬
）

　
九
重
地
区
／
田
中
栄
一（
宝
貝
・

ま
こ
と

南
台
・
北
台
・
清
水
）
、
赤
松
信

（
安
東
・
岩
川
）、
平
柳
光
夫
（
二

子
）、
山
本
俊
樹（
薗
・
水
玉
）、
太

田
喜
明
（
大
井
）
、
齊
藤
広
男
（
田

は
じ
め

村
・
相
賀
）、
鈴
木
元（
滝
の
谷
・

し
ゅ
う
じ

横
枕
）、
西
蔵
秀
治（
田
辺
・
江
田
）

　
山
本
区
で
は
こ
の
ほ
ど
、
（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
普

及
広
報
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け

て
屋
台
を
建
造
し
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
約
千

300
万
円
。
そ

の
う
ち

250
万
円
が
助
成
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
戦
国
武
将
里
見
氏
ゆ
か
り
の
地

を
歩
い
て
訪
れ
る
「
里
見
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
先
月
14
日
に
行
わ
れ
、

都
内
や
市
川
市
な
ど
か
ら
親
子
づ

れ
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
約

220
人
が
参
加

し
、
約
15
㎞
の
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
初
代

よ
し
ざ
ね

里
見
義
実
か
ら
10
代
に
渡
り
、
房

総
地
域
を
支
配
し
た
里
見
氏
の
遺

跡
や
資
料
を
自
分
の
足
で
探
し
、

発
見
し
な
が
ら
館
山
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
「
南
総
発
見
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
、

市
観
光
協
会
が
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
担
当

し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口
を
出

発
し
、
九
代
里
見
義
康
が
紀
伊
国
高

み
ょ
う

野
山
か
ら
住
職
を
呼
ん
で
開
い
た
妙

お
ん
い
ん

音
院
や
館
山
城
跡
の
城
山
公
園
、
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

沼
サ
ン
ゴ
層
、
昭
和
５
年
に
開
隊
し

た
海
軍
航
空
隊
の
地
下
航
空
要
塞
跡

の
赤
山
要
塞
跡
な
ど
を
巡
り
、
Ｊ
Ｒ

館
山
駅
西
口
ま
で
の
21
ヶ
所
。
各
ポ

イ
ン
ト
に
は
、
市
観
光
協
会
が
募
集

し
た
60
人
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

２
人
ず
つ
立
ち
、
記
念
ス
タ
ン
プ
を

押
し
た
り
、
参
加
者
へ
の
質
問
に

て
い
ね
い
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
品
川
か
ら
や
っ
て
来
た
里
見

雅
行
さ
ん
、
雄
太
郎
（
小
４
）
く

ん
親
子
は
、
駅
で
チ
ラ
シ
を
見

て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
雅

行
さ
ん
は
「
父
親
が
里
見
氏
発

祥
の
地
、
群
馬
県
出
身
で
近
所

に
は
里
見
の
姓
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
里
見
に
は
以
前
か
ら

興
味
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
市
内
の
中
学
３
年
生
が
議
員
と
し

て
、
市
長
に
質
問
す
る
第
３
回
中
学

生
模
擬
議
会
が
、
先
月
15
日
、
市
役

所
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
市
内
４
つ
の
中
学
校
か

ら
代
表
93
人
が
議
場
に
集
ま
り
、

14
人
が
議
員
席
か
ら
市
長
ら
に
質

問
を
し
ま
し
た
。

　
市
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
取
り

か
お
り

上
げ
た
曽
我
香
（
一
中
）
さ
ん
は

「
市
の
公
用
車
な
ど
も
ア
イ
ド
リ

ン
グ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
や
め
る
よ
う
に
指
導
す

る
予
定
は
あ
る
か
」
な
ど
と
質
問

し
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
長
期
計
画
で
も
取
り
上
げ
、

市
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
低
公
害
車
を
公
用

車
と
し
て
導
入
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
な

に
よ
り
も
大
切
。
こ
れ
か
ら
も
広

く
啓
発
し
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
。
「
市
長
さ
ん
は
現
在
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
再
質
問
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

も
り
つ
ぐ

　
今
回
議
長
を
務
め
た
吉
田
守
継

（
ニ
中
）
君
は
「
予
定
ど
お
り
進
行

し
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
議
場
の

雰
囲
気
が
厳
粛
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
で
も
質
問
者
の
方
が

も
っ
と
緊
張
し
て
い
た
で
し
ょ
う

ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

環
境
・
道
路
・
観
光

ス

ポ

ー

ツ

施

設

市
長
に
質
問
！

　
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
（
!
22
―
３
１
１

１
内
線

564
）

市 民 の 広 場

今でもあいさつしてくれる

▲田中武明会長

　
私
自
身
、
青
少
年
相
談
員
は
13

年
目
に
な
り
ま
す
。
10
年
前
に
球

技
大
会
の
練
習
で
い
っ
し
ょ
に
汗

を
流
し
た
子
ど
も
が
今
で
も
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
い
う

の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
青
少
年

相
談
員
の
活
動
が
な
け
れ
ば
、
こ

う
は
仲
良
く
な
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
ね
。
試
合
で
負
け
た
子
ど

も
が
悔
し
く
て
泣
い
た
り
、

が
ん
ば
る
姿
は
、
こ
ち
ら
も

ジ
ー
ン
と
し
ま
す
ね
。

　
今
期
の
会
長
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
意
欲
的
な
人
、
子

ど
も
た
ち
と
の
親
睦
を
深
め

た
い
人
な
ど
意
欲
的
な
地
区

の
会
長
さ
ん
が
多
く
、
頼
も

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
区
に
よ
っ
て
活
動
内
容

も
違
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

第
14
期
青
少
年
相
談
員
決
ま
る

里
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

里

見

の

歴

史

を

足

で

知

る

コ ミ ュ ニ テ ィ 事 業 で

屋 台 完 成
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や
わ
ら
か
い
木
を
削
っ
て
、
鳥

を
作
り
、
本
物
に
似
せ
た
着
色
を

し
ま
す
。

　
日
時
／
12
月
５
日
、
19
日
、
１

月
16
日
、
２
月
６
日
、
20
日
（
全
水

曜
日
）
午
前
10
時
～
正
午

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
バ
ー
ド
カ
ー
ヴ
ァ
ー
　

出
口
祐
治
氏

　
定
員
／
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
費
用
／
材
料
費
と
し
て

500
円
程
度

　
締
切
／
11
月
20
日
（
火
）

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
北
条
地
区

公
民
館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

　
千
葉
県
と
市
は
、
現
在
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
側
に
建

設
中
の
国
道

410
号
北
条
バ
イ
パ
ス

「
（
仮
称
）
北
条
跨
線
橋
」の
名
称

を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
バ
イ
パ
ス
は
南
総
文
化

ホ
ー
ル
北
側
の
国
道

128
号
か
ら
上

真
倉
地
先
ま
で
の
全
長
２
・
３
㎞

の
道
路
で
す
。
そ
の
う
ち
、
主
要

地
方
道
館
山
白
浜
線
と
接
続
す
る

１
・
48
㎞
が
来
年
度
内
の
開
通
を

め
ざ
し
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
県
道
館
山
大
貫
千
倉
線
や

主
要
地
方
道
館
山
白
浜
線
、
都
市

計
画
道
路
青
柳
大
賀
線
と
交
差
す

る
こ
と
で
、
市
内
の
渋
滞
緩
和
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
北
条
跨
線
橋
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
脇
を
通
り
、

Ｊ
Ｒ
内
房
線
や
境
川
、

市
道
を
ま
た
ぐ
全
長

294

ｍ
、
幅
員
11
・
８
ｍ
、

南
房
総
最
大
級
の
橋
で

す
。

　
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ

に
名
称
、
理
由
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
応
募
先
ま

で
。
資
格
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
人
何
点
で
も
応
募

で
き
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
１

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
平
和

に
生
き
て
い
く
上
で
、
も
っ
と
も
大

切
な
権
利
を
守
る
た
め
、
人
権
思
想

南
房
総

最
大
級

　
昨
年
の
申
告
か
ら
農
業
所
得
標

準
が
廃
止
さ
れ
、
農
業
所
得
者
も

他
の
事
業
者
と
同
じ
く
、
総
収
入

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所

得
金
額
を
算
出
し
、
こ
の
額
で
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
収
入
金
額
・
必
要

経
費
な
ど
記
帳
・
記
録
保
存
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
表
の
日
程
で
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
収
支
計
算
に
よ
る
農

業
所
得
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、

質
問
な
ど
が
あ
る
人
は
、
各
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
会
場
に
は
、
平
成
13
年
１
月
１

日
～
12
月
31
日
ま
で
の
農
業
に
関

す
る
収
入
金
、
必
要
経
費
の
わ
か

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係

（
!
22
―
３
１
１
１  

内
線

546
）

農
業
所
得
の
算
出
方
法
の
相
談
会

農
業
所
得
の
計
算
は

収

支

計

算

で

！

　
館
野
の
稲
地
区
に
計
画
し
て
い

る
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
係
る
都

市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　
縦
覧
さ
れ
て
い
る
計
画
案
に
意

見
が
あ
る
場
合
、
縦
覧
期
間
終
了

ま
で
に
市
に
意
見
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
11
月
17
日
（
土
）

～
18
日
（
日
）
に
図
書
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
図
書
館
（
!
22
―

０
７
０
１
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
集
ま
っ

た
不
要
に
な
っ
た
童
話
や
絵
本
、

小
説
、
実
用
書
な
ど
約
８
千
冊
を

無
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
17
日
・
18
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時

　
場
所
／
図
書
館
ロ
ビ
ー
と
図
書

館
前
駐
車
場

　
安
房
や
房
総
に
つ
い
て
、
小
中

学
生
向
け
に
書
か
れ
た
資
料
を
展

示
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
17
日
・
18
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時

　
場
所
／
図
書
館
ロ
ビ
ー

　
内
容
／
腹
話
術
「
し
ん
ち
ゃ
ん

と
話
そ
う
」
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
り
ん
ご
が
１
つ
」
、
語
り
「
大
工

と
鬼
六
」
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
若
が
え
り
の
水
」
な
ど

　
日
時
／
11
月
17
日
午
後
２
時
～

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

　
内
容
／
千
葉
の
昔
話
か
ら
「
む

ら
び
と
を
す
く
っ
た
ほ
し
」「
そ
ら

と
ぶ
て
ん
ぐ
」（
予
定
）

　
日
時
／
11
月
18
日
午
後
２
時
～

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

いい本あるある

17日・18日は図書館まつり
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

児
童
の
た
め
の
郷
土
資
料
展

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

人
権
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
へ

の
啓
発
や
人
権
擁
護
の
た
め
の
救
済

な
ど
の
仕
事
を
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
鈴
木
純
也
（
再

任
）
さ
ん
と
青
木
紀
夫
（
再
任
）
さ

ん
の
２
人
が
、
９
月
１
日
付
け
で

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

現
在
８
人
で
す
。

島田　牧子

鈴木　純也

池田　　勝

河野　幸子

武田金市郎

嶌中　隆司

青木　紀夫

兵藤　恭一

北条2137

北条1942-3

宮城1039

館山1324

下真倉697-3

船形871-4

北条1534

北条589-3

!22―0724

!22―3656

!22―5001

!23―5503

!22―7763

!27―4036

!22―0118

!22―4680

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
各
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、

千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局
（
!

22
―
０
６
２
０
）
ま
で
。

　
弁
護
士
が
あ
な
た
の
相
談
に
応

え
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
予
約
と
相
談
内
容
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
先
着
８
人
で

締
め
切
り
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
20
日
（
火
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
第
２
会

議
室

　
予
約
開
始
日
／
11
月
13
日
（
火
）

午
前
９
時

　
問
合
せ
・
予
約
／
市
民
相
談
室

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

506
）

あ
な
た
の
相
談
に
応
え
ま
す

　
市
内
に
在
住
す
る
人
で
、
寝
た
き

り
や
在
宅
心
身
障
害
で
、
歯
科
医
療

機
関
に
通
院
で
き
な
い
人
を
対
象
に

歯
科
医
師
な
ど
が
各
家
庭
を
う
か

が
っ
て
、
歯
周
疾
患
や
義
歯
の
調
整

な
ど
の
応
急
措
置
、
口
腔
清
掃
な
ど

の
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

寝
た
き
り
の
人
に
歯
の
健
診

　
実
施
期
間
／
11
月
～
12
月
の
木

曜
日

　
締
切
／
11
月
12
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
で

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
!
23
―
３
１
１
３
）

日　　程

11月26日（月）

11月28日（水）

11月30日（金）

12月  4日（火）

12月  6日（木）

12月10日（月）

12月12日（水）

12月14日（金）

時　　間

  9:30～12:00

13:00～16:00

  9:30～12:00

場　　所

館野地区公民館

九重地区公民館

豊房地区公民館

西岬東地区公民館

那古地区公民館

神戸地区公民館

館山地区公民館

コミニティセンター

対象地区

館野地区

九重地区

豊房地区

西岬地区

那古・船形地区

神戸地区

館山地区

北条地区

▼農業所得の算出方法の相談会

枚
に
１
点
と
し
ま
す
。

　
発
表
／
選
考
結
果
は
本
人
に
通

知
す
る
ほ
か
、
新
聞
、
広
報
な
ど

で
発
表
し
ま
す
。
優
秀
作
品
応
募

者
に
は
同
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
典

で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
締
切
／
11
月
30
日
（
金
）
当
日
消

　
館
山
税
務
署
で
は
、
給
与
を
支

払
う
法
人
と
個
人
事
業
者
（
白
色
申

平
成
13
年
分

年
末
調
整
等

　
日
時
／
12
月
14
日
（
金
）
午
後
６

時
15
分
開
演

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
司
会
／
峰
竜
太
、
小
湊
美
和

　
出
演
／
小
沢
千
月
、
山
本
謙
司
、

湯
浅
み
つ
子
、
平
野
啓
子
ほ
か

　
入
場
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信

用
裏
面
と
返
信
用
表
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
名
前
（
往
信
用
裏
面
に

は
電
話
番
号
も
）
を
記
入
し
て
、
文

化
ホ
ー
ル
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
未
就
学
児
、
乳
幼
児
の
入

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
11
月
28
日
（
水
）
必
着

（
１
枚
に
つ
き
１
人
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千

葉
放
送
局
（
!

043
―

227
―
７
３
１

１
）
、
〒

294
―
０
０
４
５
館
山
市

北
条

740
―
１
　
南
総
文
化
ホ
ー
ル

『
ど
ん
と
こ
い
民
謡
』
係
（
!
22

―
１
８
１
１
）

ＮＨＫ

公開録画

子
ど
も
お
は
な
し
会

子
ど
も
映
画
会

▲市内の人権擁護委員

説
明
会

　
縦
覧
期
間
／
11
月
２
日
か
ら
11

月
15
日
ま
で（
土
、
日
、
祝
祭
日
を

除
く
）

　
縦
覧
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

　
縦
覧
場
所
／
都
市
計
画
課

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

462
）

公
設
地
方
卸
売
市
場
に
係
る
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧

印
有
効

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
都
市
計
画

課
街
路
係
（
!
22
―
３
１
１
１
内

線
464
）

コ
ミ
セ
ン
脇
の
跨
線
橋
　
名
称
募
集

　
千
葉
県
警
察
で
は
、
逃
走
中
の

指
名
手
配
者
逮
捕
の
た
め
、
今

月
、
全
国
の
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
、
追
跡
捜
査
を
行
い
ま
す
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
指
名
手
配

犯
人
を
は
じ
め
指
名
手
配
犯
人
に

似
て
い
る
人
を
見
か
け
た
、
怪
し

い
人
を
見
か
け
た
な
ど
、
深
夜
・

早
朝
を
問
わ
ず
、
通
報
し
て
ほ
し

い
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
・
通
報
先
／
館
山
警
察

署
!
23
―
０
１
１
０
ま
た
は
!
110

番
、
最
寄
の
警
察
署
・
交
番
（
オ

ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
の
情
報
は

０
１
２
０
―
０
０
６
０
２
４
）

告
者
）
を
対
象
に
平
成
13
年
分
年
末

調
整
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

給
与
事
務
担
当
者
の
出
席
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
20
日
（
火
）
①
午
前

10
時
～
正
午
（
館
山
、
長
須
賀
、
那

古
、
船
形
、
北
条
、
正
木
、
八
幡

地
区
）
②
午
後
１
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
（
そ
の
他
の
地
区
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
１
集
会
室

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
法
人
課

税
第
１
部
門
　
源
泉
所
得
税
担
当

（
!
22
―
０
１
０
１
内
線
33
・
34
）

▲鈴木純也さん▲青木紀夫さん

バ
イ
パ
ス
の
橋
に
名
前
を
つ
け
て

お 知 ら せ


